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日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
で

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
平
成
二

十
五
年
度
も
「
赤
十
字
す
ま
い
る

ぱ
ー
く
」
事
業
を
県
内
六
市
で
順

次
開
催
し
て
い
ま
す
。
九
月
二
日

か
ら
十
三
日
ま
で
の
十
二
日
間
、

須
賀
川
市
の
岩
瀬
地
域
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
二
会
場

目
と
な
る
「
す
ま
い
る
ぱ
ー
く
」

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
会
場
内
で
元
気
一
杯
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
就
学
前
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
、
屋
内
の
体
育

施
設
に
巨
大
エ
ア
遊
具
や
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
な
ど
を
設
置
し
、
放
射
線

の
影
響
を
気
に
せ
ず
に
思
い
切
り

遊
ん
で
も
ら
お
う
と
、
日
本
赤
十

字
社
が
海
外
か
ら
の
救
援
金
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
復
興
推
進
支
援

事
業
の
一
つ
で
す
。
昨
年
度
は
県

内
の
六
会
場
で
保
護
者
も
含
め
延

べ
三
万
五
千
五
百
五
十
人
の
入
場

者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

そ
れ
を
上
回
る
勢
い
で
す
。

　

県
内
で
は
、
原
発
の
事
故
に
伴

う
避
難
指
示
区
域
等
は
別
に
し

て
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
子
ど
も

た
ち
が
時
間
を
過
ご
す
こ
と
の
多

い
学
校
や
公
園
等
を
優
先
し
て
除

染
が
行
わ
れ
て
お
り
、
外
で
運
動

を
し
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
子
ど
も
の
外
遊
び
に
不
安

を
感
じ
る
親
御
さ
ん
が
多
い
と
い

う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　

福
島
県
は
東
日
本
大
震
災
の
他

の
被
災
地
と
は
違
い
、
こ
れ
か
ら

も
長
く
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と

向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
本
県
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
、
原
発
事
故
は
こ
れ
か
ら
生

き
て
い
く
上
で
の
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。
福
島
県
の
子
ど
も
た

ち
は
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越

え
て
明
る
く
健
や
か
に
育
っ
て
欲

し
い
と
強
く
願
う
も
の
で
す
。

　

福
島
県
の
復
興
に
向
け
て
、
国

や
自
冶
体
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
健
康
対
策
や
教
育
環
境
の
整
備

等
の
施
策
が
こ
れ
か
ら
も
数
多
く

展
開
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
福
島
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、

困
難
を
乗
り
越
え
強
く
生
き
ぬ
く

力
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
誰
か
か
ら

与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
自
ら
が
様
々
な
体
験
を

通
し
て
身
に
つ
け
て
ゆ
く
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

青
少
年
赤
十
字
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
身
に
つ
け
て
欲
し
い
生
活

態
度
と
し
て
「
気
づ
き
」「
考
え
」

「
実
行
す
る
」
の
三
つ
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
私
は
今
年
四
月
、
日
本

赤
十
字
社
福
島
県
支
部
事
務
局
長

に
就
任
し
て
以
降
、
青
少
年
赤
十

字
の
活
動
に
つ
い
て
知
る
に
つ

け
、
今
の
福
島
の
子
ど
も
た
ち
は

正
に
青
少
年
赤
十
字
の
取
り
組
み

が
必
要
な
の
だ
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
福
島
県
の
青
少
年
赤
十
字

の
活
動
は
、
指
導
者
の
先
生
方
の

ご
努
力
に
よ
り
全
国
的
に
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
赤
十

字
社
福
島
県
支
部
は
、
優
秀
な
指

導
者
の
先
生
方
と
と
も
に
、
福
島

県
の
子
ど
も
た
ち
が
青
少
年
赤
十

字
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
力

で
未
来
と
切
り
開
い
て
い
く
健
や

か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
に

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
青
少

年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
の
皆
様

に
は
、
今
後
よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

　
　

事
務
局
長　

野　

崎　

洋　

一

　
「
東
日
本
大
震
災
」
そ
れ
に
伴

う
東
京
電
力
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
放
射
能
問
題
の
対

策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
除
染
等
も

学
校
優
先
で
行
わ
れ
環
境
整
備
の

動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
再
開
さ
れ
て
い
な
い
学
校
も
あ

り
教
育
活
動
は
い
ま
だ
厳
し
い
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
青

少
年
赤
十
字
活
動
」
も
同
様
に
制

限
を
受
け
て
い
ま
す
が
そ
れ
で
も

二
年
ぶ
り
に
学
校
公
開
が
で
き
た

こ
と
な
ど
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な

中
五
月
九
日
（
木
）
に
日
赤
県
支

部
で
福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

杉
昭
重
様
（
代
理
義
務
教
育
課
佐

藤
秀
美
様
）、
福
島
県
青
少
年
赤

十
字
賛
助
奉
仕
団
委
員
長
小
島
喜

一
様
の
ご
来
賓
と
県
内
各
地
区
の

平
成
二
十
五
年
度
青
少
年
赤
十
字

福
島
県
指
導
者
協
議
会
総
会
開
催

編集発行
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並
び
に
高
校
の
県
と
各
地
区
の
会

長
が
出
席
さ
れ
て
指
導
者
協
議
会

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
前
年
度
の
事
業
・
会

計
決
算
報
告
、
活
動
の
反
省
、
今

年
度
の
努
力
目
標
、
事
業
計
画
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
年
度
の
反
省
・
課
題
と
し
て

教
職
員
の
青
少
年
赤
十
字
に
対
す

る
意
識
・
認
識
の
差
が
み
ら
れ
、

そ
れ
が
研
修
不
足
な
ど
に
表
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
反
面
、「
青
少

年
赤
十
字
活
動
」
が
特
別
な
こ
と

と
と
ら
え
ず
学
校
教
育
活
動
と
大

い
に
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
ゆ
き
た
い
と
言
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。
教
職
員
の
多
忙

や
小
規
模
校
で
は
出
張
が
し
に
く

い
、
研
修
の
参
加
者
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
な
ど
が
出
て
各

地
区
で
の
工
夫
が
う
か
が
え
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
努
力
目
標
は
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
加
盟
の
推
進
、
活

動
の
推
進
充
実
、
情
報
交
換
推

進
、
指
導
者
の
育
成
、
関
係
機
関

と
の
連
携
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
福
井
一
明

会
長
が
選
出
さ
れ
た
の
を
始
め
上

記
の
役
員
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
後
半
の

主
な
行
事
予
定

●
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
研
修
会

並
び
に
学
校
公
開

　

期
日　

十
月
四
日（
金
）

　

場
所　

会
津
美
里
町
立
新
鶴
小

学
校
、
会
津
美
里
町
立

新
鶴
中
学
校

●
福
島
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十

字
連
絡
協
議
会
秋
季
総
会

　

期
日　

十
一
月
十
九
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
二
十
日（
水
）

　

場
所　

郡
山
市
磐
梯
熱
海
温
泉

　
　
　
　

清
陵
山
倶
楽
部

●
青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者

協
議
会
第
二
回
会
長
会

　

期
日　

十
一
月
十
八
日（
月
）

　

場
所　

日
赤
県
支
部

●
青
少
年
赤
十
字
作
品
募
集
優
秀

作
品
表
彰
式

　

期
日　

十
二
月
実
施
予
定

　

場
所　

日
赤
県
支
部

●
指
導
主
事
対
象
青
少
年
赤
十
字

研
究
会

　

期
日　

一
月
十
五
日（
水
）

　
　
　
　
　

～
十
七
日（
金
）

　

場
所　

神
奈
川
県
葉
山
町
湘
南

　
　
　
　

国
際
村
セ
ン
タ
ー

●
青
少
年
赤
十
字
ス
タ
デ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

　

期
日　

三
月
二
十
二
日（
土
）

　
　
　
　
　

～
二
十
七
日（
木
）

　

場
所　

山
梨
県
山
中
湖
村
東
照
館

役職名 氏　名 学　　校　　名
会　長 福井　一明 福島市立福島第一小学校
副会長 中村　　巧 郡山市立大島小学校
副会長 佐藤　則之 三島町立三島小学校
副会長 渡邉　　望 福島県立磐城桜が丘高等学校
監　事 佐川　幸信 白河市立表郷小学校
監　事 星　　秀美 浪江町立津島中学校
監　事 田村　秀夫 福島県立福島東高等学校

平成25年度　青少年赤十字
福島県指導者協議会役員名簿

　

今
年
度
の
講
習
会
は
八
月
十
九

日（
月
）～
二
十
一
日（
水
）の
二
泊

三
日
左
記
の
日
程
で
国
立
磐
梯
青

少
年
交
流
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
小
学
校
か
ら
三
十
四

名
、
中
学
校
か
ら
九
名
、
高
校
か

ら
九
名
、
計
五
十
二
名
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
高
校
の
九
名
の

中
に
は
遠
く
三
重
県
か
ら
の
三
名

の
先
生
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
校
で
複
数
の
参
加
が
二
校
あ
り

各
地
区
で
指
導
的
な
先
生
方
の
参

加
の
講
習
会
で
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
参
加
の

先
生
で
青
少
年
赤
十
字
の
特
徴
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
講
習

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
初
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
余
裕
が
欲
し
い
と
の

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

青
少
年
赤
十
字
の
特
徴
で
あ
る

「
先
見
」、「
指
示
の
な
い
生
活
」、

「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
な

ど
の
話
が
あ
り
、
理
解
す
る
間
も

な
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
を
止
め

な
い
よ
う
に
す
る
先
生
方
の
戸
惑

い
か
ら
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
二
日
間
か
ら
の
研
修
は
初

日
と
異
な
り
「
指
示
の
な
い
生

活
」（
掲
示
板
の
活
用
）
な
ど
を

理
解
さ
れ
た
活
動
に
な
っ
て
ゆ
き

ま
す
。
最
終
日
に
は
同
じ
班
の
先

生
方
と
名
残
を
惜
し
む
姿
が
見
ら

れ
疲
れ
た
が
充
実
し
て
い
た
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
講
師
（
敬
称
略
）

○
各
班
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
当

　

一
班　

和
田　

有
司

　
（
伊
達
市
立
伊
達
東
小
学
校
）

　

二
班　

大
浪　

政
輝

　
（
前
青
少
年
赤
十
字
指
導
講
師
）

　

三
班　

箱
崎　
　

仁

　
（
い
わ
き
市
立
小
名
浜
第
三
小
学
校
）

　

四
班　

山
内　

眞
一

　
（
会
津
若
松
市
立
松
長
小
学
校
）

　

五
班　

川
村　

卓
也

　
（
福
島
市
立
第
二
小
学
校
）

　

六
班　

古
川　

盛
也

　
（
前
青
少
年
赤
十
字
指
導
講
師
）

　

七
班　

田
村　

享
子

　
（
磐
城
第
一
高
等
学
校
）

○
講
義

　
「
赤
十
字
と
青
少
年
赤
十
字
」

　
赤
十
字
奉
仕
団
指
導
講
師　

川
田　

昌
利

○
演
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
っ
て
？
」

　

田
村　

享
子

○
実
技
講
習

　

◦「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
そ

平
成
二
十
五
年
度

　

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
講
習
会
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８月19日から21日　日程表
８月19日（月） ８月20日（火） ８月21日（水）

６：15
７：00
７：20
９：00
９：30
10：00
10：30
11：00
12：00
13：00

14：30

16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00

起床　　VS活動 起床　　VS活動
朝の集い 朝の集い

朝食 朝食

実技講習
救急法短期講習

実践報告
「研究推進校の実践」

受付
開会式
オリエンテーション
講義
「赤十字と青少年赤十字」

講話
「学校教育と青少年赤十字」

ワークショップ
「JRC活動を広めよう」

昼食 昼食 昼食
ワークショップ
「JRC活動って？」

実技
「フィールドワーク」

まとめ
閉会式

実技講習
「レクリエーションと

その指導」
ホームルーム 自由時間
夕べのつどい 夕べのつどい
夕食 入浴 夕食 入浴
ホームルーム ホームルーム
交流会 フィールドワーク反省会
班長会議 入浴 班長会議 入浴
消灯・就寝 消灯・就寝

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

の
指
導
」

　

福
島
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

佐
藤　

喜
也

　

◦「
救
急
法
短
期
講
習
」

　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

　

酒
井　

紹
雄
・
大
浪　

政
輝
・

古
川　

盛
也
・
田
村　

享
子
・

金
子
久
仁
子

○
講
話

　
「
学
校
教
育
と
青
少
年
赤
十
字

に
つ
い
て
」

　

福
島
県
教
育
庁
会
津
教
育
事
務

所
指
導
主
事�

岡
崎　

秀
明

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
【
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
】

　

藤
田　

伸
朔
・
酒
井　

紹
雄
・

大
浪　

政
輝
・
古
川　

盛
也

　
【
指
導
ス
タ
ッ
フ
】

　

和
田　

有
司
・
川
村　

卓
也
・

山
内　

眞
一
・
箱
崎　
　

仁
・

田
村　

享
子

【
日
赤
県
支
部
】

　

石
田　

政
幸
・
日
色
沙
織
里

○
実
践
報
告

　
「
研
究
推
進
校
の
実
践
」

　

田
村
市
立
緑
小
学
校

今
野
千
鶴
子
・
白
岩　

聡
子

　

田
村
市
立
移
中
学
校

指
導
者
講
習
会
か
ら

学
ん
だ
こ
と

会
津
若
松
市
立
城
南
小
学
校

遠
藤　

和
也

　

私
は
、
こ
の
三
日
間
の
講
習
で

多
く
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
、
受

講
者
が
「
知
ら
ず
知
ら
ず
に
」
指

導
者
の
意
図
す
る
行
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
感
心

し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、
受
講
者
に
「
細

か
い
指
示
を
出
さ
ず
、
掲
示
板
を

活
用
さ
せ
る
こ
と
」
で
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
進
む
に
つ
れ
、
受
講
者

は
指
示
や
連
絡
が
な
く
て
も
、
掲

示
板
を
活
用
し
時
間
の
や
り
く
り

を
し
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
「
仲
間
と
の
意
見
交

換
や
信
頼
の
大
切
さ
」
で
す
。
三

日
間
の
活
動
の
中
で
、
私
も
班
員

に
考
え
を
伝
え
、
得
意
分
野
に
は

率
先
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

し
て
、
い
つ
の
間
に
か
よ
り
よ
い

も
の
を
創
ろ
う
と
す
る
自
分
た
ち

が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ど
の
班
も
同
じ
で
、「
Ｊ

Ｒ
Ｃ
の
Ｃ
Ｍ
作
り
」
や
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
俳
句
作
り
」
の
時

な
ど
に
、
各
班
の
特
色
の
あ
る
工

夫
さ
れ
た
活
動
が
見
ら
れ
、
私
も

大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

た
だ
、
私
が
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
指
導
者

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
前
に
立
つ

時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
の
よ

五
十
嵐
堅
一

　

会
津
美
里
町
立
新
鶴
小
学
校

安
積
三
枝
子

　

会
津
美
里
町
立
新
鶴
中
学
校

鈴
木　

智
子

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
広
め
よ
う
」

　
（
各
Ｈ
Ｒ
担
当
）

う
な
感
想
を
持
た
せ
た
り
、
自
主

的
に
行
動
さ
せ
た
り
で
き
る
か
私

は
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
日
常
の

学
校
生
活
で
、
私
は
子
ど
も
た
ち

に
細
か
く
指
示
を
出
し
が
ち
で

す
。
そ
の
割
に
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
自
己

嫌
悪
に
陥
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

私
で
も
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に

何
を
す
べ
き
か
考
え
た
り
、
行
動

し
た
り
で
き
る
よ
う
に
指
導
で
き

る
の
か
不
安
に
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
ど
う
し
た
ら
こ
の

よ
う
な
指
導
が
で
き
る
の
か
、
も

う
一
度
講
習
会
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
指
導
さ

れ
る
側
の
心
の
壁
を
な
く
し
、
参

加
者
ど
う
し
が
互
い
を
よ
く
知
り

信
頼
し
合
え
る
よ
う
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
技
術
が
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
活
動
の
目
的

を
受
講
者
に
き
ち
ん
と
理
解
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
し
ろ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

し
ろ
、
各
班
が
「
何
の
た
め
に
、

い
つ
ま
で
、
何
を
す
る
」
と
い
う

目
的
意
識
を
明
確
に
持
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
自
主
的
な
活
動

を
促
す
大
切
な
要
素
で
す
。

　

私
は
、
今
回
の
指
導
者
講
習
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
子
ど
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ん
ア
イ
デ
ィ
ア
も
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
以
上
に
真
剣
に
考
え
を

出
し
て
ゆ
く
班
の
み
ん
な
が
素
敵

で
し
た
。

　

準
備
の
活
動
は
と
て
も
充
実
し

た
も
の
で
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
作

り
、
小
道
具
作
り
、
役
割
分
担
と

よ
り
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う

思
い
で
一
生
懸
命
に
考
え
て
作
り

ま
し
た
。
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
消
灯
の
時
間
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

最
終
日
の
本
番
直
前
も
、
リ

ハ
ー
サ
ル
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重

ね
、
気
付
け
ば
一
番
最
後
の
班
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
本
番
。

最
高
の
出
来
。
み
ん
な
の
顔
が
笑

顔
で
し
た
。

　

こ
の
時
、
今
回
の
研
修
に
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え
ま
し

た
。
一
班
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
部
屋

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
準
備
を
し
て

下
さ
っ
た
先
生
方
、
本
当
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
講
習
会

の
良
さ
は
参
加
し
な
い
と
わ
か
り

ま
せ
ん
。
是
非
、「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
」
を
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

体
験
し
た
か
ら
こ
そ
分
か
る
、

気
づ
き
の
瞬
間

三
重
県
立
木
本
高
等
学
校

川
上
真
由
子

　
「
先
生
も
ト
レ
セ
ン
を
経
験
し
て

き
ま
す
！
頑
張
っ
て
く
る
ね
！
」

こ
う
生
徒
に
伝
え
三
重
県
を
出
発

し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
Ｃ
顧

問
に
な
り
、
八
月
上
旬
に
初
め
て

高
校
生
ト
レ
セ
ン
に
指
導
者
と
し

て
参
加
し
た
ば
か
り
で
す
。
生
徒

の
心
と
行
動
の
変
化
を
見
る
事
が

出
来
た
の
で
す
が
、
自
分
自
身
が

指
導
者
と
し
て
ど
う
生
徒
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
か
、
戸
惑
う
部
分
も

多
か
っ
た
と
い
う
反
省
も
あ
り
、

こ
の
研
修
で
は
様
々
な
活
動
を
自

分
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、

沢
山
の
ヒ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
ト
レ
セ
ン
で
は
「
も
っ

と
積
極
的
に
」「
自
分
か
ら
」
と

何
度
も
生
徒
に
声
を
か
け
て
い
た

の
で
す
が
、
自
分
が
研
修
の
グ

ル
ー
プ
に
入
っ
て
み
る
と
自
ら

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
そ
ん
な
自
分
の
心

に
火
を
つ
け
て
く
れ
る
よ
う
な
環

境
で
し
た
。「
出
し
も
の
発
表
」「
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
作
り
」
一
風
変
わ
っ

た
課
題
。
振
り
返
り
の
時
間
で
は

真
面
目
な
反
省
あ
り
、
喜
び
笑
い

合
う
場
面
あ
り
…
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
な
ら

で
は
の
研
修
内
容
に
取
り
組
ん
で

い
く
う
ち
、
自
分
で
「
考
え
」、

自
分
な
り
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
を
目

指
し
て
「
実
行
」
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
こ
か
ら
自
信
や
や
る
気
が

生
ま
れ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て

後
に
、
こ
れ
は
こ
の
研
修
に
沢
山

の
「
仕
掛
け
」
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
事
を
知
り
ま
し
た
。
研
修

の
内
容
自
体
は
も
ち
ろ
ん
、
一
つ

一
つ
の
研
修
の
組
み
方
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
の
声
掛
け
や
サ
ポ
ー

ト
。
気
づ
く
の
は
本
人
だ
け
れ

ど
、
そ
の
き
っ
か
け
や
チ
ャ
ン
ス

を
作
る
環
境
を
与
え
て
あ
げ
る
事

は
出
来
る
。
指
導
者
と
し
て
ト
レ

セ
ン
に
参
加
し
た
だ
け
で
は
分
か

ら
な
か
っ
た
、
自
分
が
参
加
者
の

立
場
と
し
て
、
考
え
、
楽
し
み
、

感
動
し
た
か
ら
こ
そ
分
か
っ
た
事

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
生

徒
の
活
動
や
来
年
度
の
際
に
是
非

参
考
に
さ
せ
て
頂
き
、
少
し
で
も

多
く
気
づ
き
の
瞬
間
を
沢
山
の
生

徒
達
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
こ
の
機
会
を
頂
け

た
の
は
元
々
生
徒
が
作
っ
て
く
れ

た
福
島
県
と
の
つ
な
が
り
の
お
か

げ
で
す
。
福
島
県
磐
城
第
一
高
校

と
三
重
県
立
木
本
高
校
は
、
二
年

ほ
ど
前
か
ら
交
流
が
あ
り
、
六
月

も
た
ち
が
自
主
的
・
自
発
的
行
動

が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
研
鑽
を

積
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

じ
わ
り
感
じ
る

良
さ
で
し
た

福
島
市
立
荒
井
小
学
校

國
分　

和
子

　

夏
休
み
も
あ
と
一
週
間
と
い
う

日
、
私
は
初
め
て
青
少
年
赤
十
字

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
正
直
、
何
で
私
が
、
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
付
を
終
え
、
最
初
の
講
義
で

の
言
葉
、「
皆
さ
ん
、ど
う
し
て
こ

こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
。
戸
惑
い

と
迷
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。
し

か
し
、
三
日
後
に
は
き
っ
と
ち
が
っ

た
思
い
で
帰
る
こ
と
で
し
ょ
う
。」

　

そ
の
通
り
で
し
た
。
学
校
の
児

童
会
奉
仕
委
員
会
担
当
と
言
う
こ

と
で
受
け
た
研
修
、
何
で
だ
ろ
う

と
い
う
思
い
で
来
て
い
ま
し
た
。

受
け
身
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
臨
ん
で

い
ま
し
た
。
で
も
、
三
日
後
は
ど

う
だ
ろ
う
？

　

話
は
こ
う
も
続
い
た
。「
今
後

の
活
動
は
掲
示
板
の
み
で
の
連
絡

で
す
。
皆
さ
ん
で
気
づ
き
、
考
え
、

行
動
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。」

ど
う
い
う
こ
と
だ
、
言
わ
れ
た
こ

と
を
こ
な
し
て
い
く
活
動
で
は
な

い
の
か
、
不
安
な
気
持
ち
で
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
部
屋
の
メ
ン
バ
ー
や

班
の
メ
ン
バ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
、

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
そ
し
て
研
修
を
重
ね
て
い

く
内
に
不
安
は
す
っ
か
り
消
え
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
班
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
考
え
、
も
っ
と
楽

し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
多
く
の
活
動
の
中
で

一
番
心
に
残
っ
た
の
は
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
作
り
。
私
た
ち
の
班
は
、

幼
児
対
象
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
伝
え

る
も
の
で
し
た
。
私
は
す
ぐ
に
ア

ン
パ
ン
マ
ン
だ
と
思
い
ま
し
た
。

班
の
メ
ン
バ
ー
に
認
め
ら
れ
た
と

き
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
ど
ん
ど
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青
少
年
赤
十
字
の
実
践
目
標
の

一
つ
で
あ
る
「
国
際
理
解
・
親
善
」

の
具
体
的
事
業
と
し
て
県
内
の
青

少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
を
海
外
の

赤
十
字
加
盟
国
へ
派
遣
し
、
同
国

の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
た
ち

と
の
交
流
研
修
を
通
し
て
、
国
際

性
豊
か
な
青
少
年
を
育
成
し
、
本

県
青
少
年
赤
十
字
活
動
の
よ
り
一

層
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
二
年
間
見

送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
は
復
興
推
進
支
援
事
業
の
一

つ
と
し
て
全
県
下
高
校
に
参
加
の

希
望
者
を
募
り
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
地
震
・
津
波
に
加

え
福
島
県
で
は
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
被
害
、
そ

の
後
遺
症
に
ま
だ
あ
え
ぎ
な
が
ら

も
復
興
を
模
索
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
実
を
伝
え
る

と
と
も
に
支
援
を
受
け
た
こ
と
に

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
主
催
・
復
興
推
進
支
援
事
業

国
際
交
流
事
業「
フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
」

平
成
二
十
五
年
度

対
す
る
感
謝
も
伝
え
交
流
を
は
か

り
ま
し
た
。

参
加
者
（
敬
称
略
）

日
下　
　

輔
（
福
島
高
校
二
年
、

生
徒
代
表
）、
鈴
木　

悠
太
（
学

法
福
島
二
年
、
生
徒
副
代
表
）、

仲
川　

優
葵
（
本
宮
高
校
二
年
）、

橋
本　

裕
太
（
郡
山
北
工
業
高
校

三
年
）、
安
藤　

摩
耶
（
須
賀
川

高
校
二
年
、
生
徒
副
代
表
）、
中

村
ア
イ
リ
ン
（
猪
苗
代
高
校
三

年
、
生
徒
副
代
表
）、
新
田
万
里

子
（
喜
多
方
高
校
一
年
）、
田
中

さ
く
ら
（
い
わ
き
総
合
高
校
一

年
）、
丹
野　

洋
仁
（
湯
本
高
校

二
年
）、
菅
野
有
里
子
（
相
馬
東

高
校
二
年
）、
吾
妻　
　

久
（
須

賀
川
高
校
教
諭　

団
長
）、
小
林

み
ゆ
き
（
福
島
工
業
高
校
教
諭
）、

青
木
由
紀
子
（
平
養
護
学
校
教
諭

副
団
長
）
他
支
部
職
員
二
名
、
計

十
五
名

月　日 内　　　容
８月11日（日） 移動日

８月12日（月） フィリピン赤十字本社訪問、ラス・ピニャス副支部訪問、バン
ブーオルガン教会見学、ラス・ピニャス高校訪問交流

８月13日（火） バタアン支部訪問、バタアン公立学校訪問交流
８月14日（水） バタアン原発（稼働していない原発）見学、サンギレモ教会見学

８月15日（木） クラーク飛行場にて飛行機事故救急訓練見学、神風特攻隊記念
碑見学

８月16日（金） ケソン市支部訪問、パヤタス小学校訪問交流、ソルト・パヤタス訪問
８月17日（土） アメリカ戦士墓地見学、タガイ・タール湖見学、メガモール見学
８月18日（日） 移動日

●日　程

に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ
福
島
県
交
流

事
業
に
は
本
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
二

名
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
事
業
を
通
し
、
生
徒
達

が
福
島
県
と
の
絆
を
深
め
て
い
く

姿
、
防
災
や
減
災
、
復
興
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

姿
を
見
て
、
こ
の
交
流
が
い
か
に

生
徒
達
に
と
っ
て
大
き
な
も
の
で

あ
る
か
を
側
で
感
じ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
事
か
ら
も
、
今

回
こ
う
し
て
自
分
自
身
も
こ
の
福

島
と
の
つ
な
が
り
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
け
た
事
を
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な
七
班

（
ス
タ
ー
☆
イ
チ
ロ
ー
班
）
の
先

生
方
を
初
め
、
三
重
県
か
ら
参
加

し
た
私
達
を
暖
か
く
迎
え
て
下

さ
っ
た
福
島
県
の
先
生
方
、
大
変

な
準
備
の
中
研
修
を
作
り
上
げ
て

下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
、

そ
し
て
こ
の
研
修
参
加
の
き
っ
か

け
を
作
っ
て
く
れ
た
三
重
県
と
福

福
島
県
立
須
賀
川
高
等
学
校

教
諭 

吾
妻　
　

久
（
団
長
）

　

今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
実
施

に
あ
た
っ
て
、
計
ら
ず
も
団
長
の

任
を
預
か
り
、
ま
ず
第
一
に
日
本

赤
十
字
社
福
島
県
支
部
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
の
方
々
の
お
力
添

え
に
よ
り
、
派
遣
メ
ン
バ
ー
が
大

過
な
く
そ
の
日
程
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
胸
を
な
で
お
ろ

し
て
い
る
。
派
遣
中
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
赤
十
字
や
各
学
校
と
の
交
流
の

た
め
に
で
き
る
限
り
の
準
備
は
し

た
つ
も
り
で
は
あ
る
も
の
の
、様
々

な
点
で
不
安
を
か
か
え
て
の
出
発

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
派
遣
生
徒

が
良
く
も
悪
く
も
お
お
ら
か
な
性

格
の
持
ち
主
ば
か
り
で
、
各
自
が

自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
（
Ｖ
Ｓ
）」
と
「
先
見
」

を
派
遣
準
備
か
ら
派
遣
期
間
中
に

至
る
ま
で
実
践
し
て
く
れ
た
。
特

に
今
回
の
派
遣
に
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟

校
以
外
か
ら
の
生
徒
の
参
加
が

あ
っ
た
が
、
お
互
い
に
同
じ
目
的

意
識
を
持
っ
て
準
備
活
動
に
取
り

組
み
、
次
第
に
心
を
一
つ
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
日
頃
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
通
し

て
円
滑
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
こ
と
に
よ

る
成
果
で
あ
る
。
ま
た
同
行
し
た

各
高
校
の
先
生
方
も
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
の
渡
航
経
験
を
は
じ
め
と
し

て
豊
か
な
国
際
交
流
事
業
の
ご
経

験
か
ら
生
徒
を
厳
し
く
も
温
か
く

ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
、
今
回
の
成
功
に
つ
な
が
っ
た
。

島
県
の
高
校
生
達
、
磐
城
第
一
高

校
の
田
村
先
生
に
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
三
重
県
か
ら
福
島
県

ま
で
約
八
百
キ
ロ
。
そ
の
距
離
の

長
さ
に
負
け
な
い
、
期
待
以
上
の

充
実
し
た
時
間
を
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
五
回
福
島
県
青
少
年
赤
十
字

フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
に
寄
せ
て

平成
25年度
平成
25年度
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こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
派
遣
と
二
年
ぶ
り
に
再
開
し

た
今
回
の
そ
れ
と
の
異
な
る
点

は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
初
め
て

の
派
遣
で
あ
る
こ
と
だ
。
震
災
後

に
支
援
を
い
た
だ
い
た
国
の
一
つ

で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
直
接
感
謝

の
意
を
伝
え
る
こ
と
は
今
回
の
派

遣
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
そ
の
目
的
を
ど
の
程
度
達
成

で
き
た
の
か
、
正
直
な
と
こ
ろ
自

信
は
な
い
。
む
し
ろ
、
今
思
う
の

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
た
ち
が

も
っ
と
大
き
な
心
で
私
た
ち
を
迎

え
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

実
際
、
私
た
ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
到
着
し
た
当
日
は
ち
ょ
う
ど
台

風
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
を
通
過
中

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
赤
十
字
は
そ
の

対
応
に
追
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
台

風
の
影
響
で
休
校
中
な
の
に
も
関

わ
ら
ず
交
流
会
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
た
学
校
も
あ
っ
た
。
派
遣

中
、
訪
問
地
に
予
定
よ
り
二
時
間

近
く
遅
れ
て
到
着
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
快
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
た
。
日
本
で
あ
れ

ば「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
…
」

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思

わ
れ
る
場
面
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
、
臨
機
応
変
に
我
々
を

迎
え
て
く
だ
さ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

方
々
の
姿
に
、
心
が
打
た
れ
る
思

い
が
し
た
。
こ
ち
ら
側
の
目
的
や

意
図
を
は
る
か
に
上
回
る
心
遣
い

で
、
日
本
か
ら
来
た
高
校
生
を
は

じ
め
と
す
る
私
た
ち
が
有
意
義
な

時
間
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
奔
走

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

訪
問
当
時
も
現
在
も
福
島
県
は

い
ま
だ
な
お
原
発
事
故
の
余
波

で
、
風
評
被
害
や
将
来
へ
の
不
安

に
苛
ま
れ
て
い
る
人
々
が
数
多
く

存
在
し
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

の
人
々
に
も
そ
の
現
状
を
知
ら
せ

た
い
と
い
う
の
が
も
う
一
つ
の
目

的
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回

の
訪
問
を
通
し
て
、
そ
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
も
常
に
自
然
災
害
で
苦
し
む

人
々
や
地
域
が
存
在
し
、
稼
働
寸

前
の
原
発
ま
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
様
々
な
理
由
か
ら
貧
富
の
差

が
増
大
し
、
そ
の
両
方
の
姿
を
目

に
し
て
き
た
。
失
業
問
題
や
国
内

紛
争
な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
た

ち
に
も
私
た
ち
と
同
様
の
将
来
に

対
す
る
不
安
や
心
配
は
あ
る
事
実

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
赤
十
字
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
前
向
き
に
諸
問
題
に

取
り
組
む
姿
や
、
国
民
が
勇
気
を

持
っ
て
原
発
の
稼
働
を
食
い
止

め
、
私
た
ち
の
よ
う
な
海
外
か
ら

の
訪
問
客
を
温
か
く
受
け
入
れ
る

姿
に
接
し
、
お
互
い
に
支
援
し
た

り
さ
れ
た
り
す
る
立
場
に
い
つ
で

も
な
り
う
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

赤
十
字
の
活
動
方
針
“A

lw
ays 

First. A
lw
ays Ready. A

lw
ays 

T
here.

”
に
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

未
来
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
が
見
え

た
。

　

派
遣
終
了
に
あ
た
り
、
派
遣
中

に
出
会
っ
た
人
々
と
こ
れ
か
ら
も

お
互
い
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
た
り
、
こ
の
経
験
を
具
体
的

な
赤
十
字
活
動
や
国
際
貢
献
に
結

び
付
け
る
こ
と
は
、
派
遣
さ
れ
た

私
た
ち
全
員
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
特
に
参
加
し
た
生
徒

た
ち
が
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
を
は
じ
め
県
内

で
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
と

志
を
同
じ
く
す
る
個
人
あ
る
い
は

団
体
と
、
意
見
交
換
や
新
た
な
活

動
を
は
じ
め
る
こ
と
が
、
今
回
の

派
遣
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
た

ち
へ
の
恩
返
し
に
も
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、

参
加
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の

経
験
は
赤
十
字
に
と
ど
ま
ら
ず
、

様
々
な
形
で
国
際
協
力
の
場
面
に

役
立
つ
財
産
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

派
遣
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
再
開
を

強
く
後
押
し
し
て
下
さ
っ
た
福
島

県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

の
先
生
方
、
成
田
空
港
ま
で
見
送

り
に
来
て
下
さ
っ
た
鵜
沼
先
生
を

は
じ
め
、
同
行
し
て
い
た
だ
い
た

金
子
先
生
と
石
田
先
生
、
お
よ
び

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
関
係

者
の
み
な
さ
ま
、
派
遣
メ
ン
バ
ー

の
生
徒
お
よ
び
教
員
を
快
く
送
り

出
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
各
校
の

諸
先
生
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
赤
十
字

の
み
な
さ
ま
、
訪
問
先
の
各
学
校

の
先
生
方
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ソ
ル
ト
パ
ヤ

タ
ス
の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
、
そ

し
て
私
た
ち
の
派
遣
期
間
中
毎
日

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
く
れ
た
ガ
イ
ド

の
リ
ン
さ
ん
と
運
転
手
さ
ん
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
藍
原
さ
ん
、

そ
の
他
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
お
世
話
に

な
っ
た
全
て
の
方
へ
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
一
三
年
九
月
某
日　

記
す

福
島
高
校
二
年
（
生
徒
代
表
）　

日
下　
　

輔

　

今
年
の
夏
、
私
は
青
少
年
赤
十

字
国
際
交
流
事
業
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

派
遣
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
八
日

間
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
経
験
は
私

に
と
っ
て
と
て
も
刺
激
的
で
充
実

し
た
も
の
で
し
た
。
震
災
後
初
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
事
業
で
あ
っ
た

た
め
、
福
島
県
青
少
年
赤
十
字
の

代
表
と
し
て
、「
福
島
の
今
」
を

正
し
く
伝
え
る
そ
の
責
任
と
自
覚

を
胸
に
福
島
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

派
遣
三
日
目
バ
タ
ア
ン
州
へ
バ

ス
で
移
動
中
、
一
人
の
少
女
が

フ
ェ
ン
ス
越
し
に
バ
ス
へ
近
寄
っ

て
来
ま
し
た
。
言
葉
は
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
訴
え
て
い
る
こ

と
は
分
か
り
ま
し
た
。
彼
女
は
食

べ
物
を
ね
だ
っ
て
い
ま
し
た
。
何

か
渡
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
の
場
で
食
べ
物
を
渡
す

こ
と
で
彼
女
の
現
状
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
た
だ
今
を
や

り
す
ご
す
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
自
分
に
問
い
か
け
ま



（�） 平成 25 年 12 月１日ＪＲＣふくしま（第 50 号）

し
た
。
結
論
と
し
て
渡
す
こ
と
で

は
な
い
と
何
も
渡
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
よ
う

で
つ
ら
か
っ
た
で
す
が
、
最
善
の

選
択
だ
と
信
じ
ま
し
た
。
彼
女
と

出
会
っ
て
感
じ
た
も
ど
か
し
さ
や

悔
し
さ
を
忘
れ
ず
に
本
当
な
こ
と

は
何
か
を
見
つ
け
、
い
つ
か
貧
困

問
題
解
決
の
手
助
け
が
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
派
遣
六
日
目
は
ス
モ
ー

キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
で
生
活
す
る

人
々
が
住
む
パ
ヤ
タ
ス
地
区
を
訪

れ
ま
し
た
。
パ
ヤ
タ
ス
地
区
へ
入

り
、
バ
ス
の
ド
ア
を
開
け
た
と
た

ん
バ
ス
の
中
へ
独
特
の
臭
い
が
た

ち
こ
め
、
こ
こ
は
本
当
に
貧
困
地

域
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
現
地
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
パ
ヤ
タ
ス
地
区
の
説

明
を
受
け
た
後
、
私
た
ち
は
四
つ

の
班
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
を

訪
問
し
ま
し
た
。
ト
タ
ン
板
や
ベ

ニ
ヤ
板
で
屋
根
が
作
ら
れ
、
床
は

そ
の
ま
ま
の
地
面
で
し
た
。
頭
を

ぶ
つ
け
そ
う
な
ほ
ど
低
い
天
井
に

は
電
球
が
一
個
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

ま
し
た
。
私
が
訪
れ
た
家
庭
の
お

母
さ
ん
は
一
日
の
収
入
は
、
ゴ
ミ

山
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
新
聞
紙

を
拾
い
、
百
～
百
五
十
ペ
ソ
（
日

本
円
で
二
百
～
三
百
円
く
ら
い
）、

布
で
織
物
な
ど
を
作
り
、
そ
れ
ら

を
売
っ
た
お
金
も
収
入
の
一
部
に

な
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
安
定

し
た
収
入
が
無
い
た
め
食
べ
物
が

無
い
日
も
あ
る
こ
と
を
知
り
、
私

は
そ
れ
ま
で
何
気
な
く
言
っ
て
い

た
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ

う
さ
ま
で
し
た
」
の
重
み
を
感
じ

ま
し
た
。
震
災
後
生
活
が
一
変

し
、
当
た
り
前
の
生
活
は
明
日
に

は
も
う
無
い
か
も
し
れ
な
い
と
身

を
も
っ
て
感
じ
た
は
ず
が
、
た
っ

た
二
年
で
そ
れ
を
忘
れ
、
一
日
三

食
が
当
た
り
前
だ
と
感
じ
て
い
た

自
分
に
気
づ
き
、
愕
然
と
し
ま
し

た
。
家
庭
訪
問
を
終
え
る
と
き
に

「
同
情
は
し
な
い
で
欲
し
い
。
私

た
ち
の
発
展
を
見
守
っ
て
ほ
し

い
。」
と
言
わ
れ
、
先
進
国
が
発

展
途
上
国
を
支
援
す
る
動
き
が
世

界
に
も
っ
と
広
ま
れ
ば
、
貧
困
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
三
日
目
、
六
日
目
と

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の

乗
っ
た
バ
ス
が
校
門
に
入
る
と
す

ぐ
に
鼓
笛
の
演
奏
が
始
ま
っ
た

り
、
二
百
～
三
百
人
く
ら
い
の
生

徒
た
ち
に
大
歓
声
で
出
迎
え
ら
れ

た
り
と
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
伝
統
的
な
踊
り
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
誕
生
劇
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
返
し
と

し
て
私
た
ち
は
福
島
の
今
を
伝
え

る
プ
レ
ゼ
ン
や
よ
さ
こ
い
、
歌
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
回
数
を
重

ね
て
い
く
ご
と
に
満
足
の
い
く
発

表
が
で
き
る
様
に
な
り
、
み
ん
な

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。

　

こ
の
八
日
間
の
滞
在
で
感
じ
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
お
も
て
な
し
の
文

化
、
人
の
あ
た
た
か
さ
に
は
本
当

に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
行
き
、
人
々
の
幸

せ
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
、
日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
の
方
々
、
八
日
間
共

に
過
ご
し
た
先
生
方
や
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
、
出
会
え
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

喜
多
方
高
校
一
年

新
田
万
里
子

　

今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
は
、

い
ま
ま
で
に
経
験
し
て
な
い
こ
と

で
し
た
。
支
部
訪
問
で
は
い
く
つ

か
の
支
部
を
回
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
赤
十
字
の
活
動
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
建
物
内
の
見
学
を
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
六
日
目
に
訪

ね
た
ケ
ソ
ン
市
支
部
の
活
動
内
容

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
移
動

用
キ
ッ
チ
ン
車
で
料
理
を
提
供
し

た
り
、
無
料
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
た
り
と
貧
困
地
域
を
継
続
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
ケ
ソ
ン
市

の
ス
ラ
ム
街
の
状
態
の
悪
い
子
ど

も
を
五
十
人
選
び
、
そ
の
母
親
た

ち
に
料
理
を
教
え
て
い
ま
す
。
料

理
を
教
え
る
こ
と
も
赤
十
字
な
の

だ
と
驚
き
ま
し
た
。
災
害
な
ど
が

あ
っ
た
時
は
、
低
価
格
住
宅
を
作

り
提
供
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
三
万
～
四
万
五
千
戸

作
っ
た
そ
う
で
す
。
日
本
の
東
日

本
大
震
災
の
時
に
建
て
た
仮
設
住

宅
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
校
訪
問
で
は
、
ど
の
学
校
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
伝
統
的
な
踊
り

で
、
私
た
ち
十
五
人
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
踊
っ
て
い
る

と
き
の
笑
顔
は
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た

ち
に
、
折
り
紙
や
名
刺
を
渡
そ
う

と
す
る
と
積
極
的
に
手
を
伸
ば
し

て
く
れ
、
帰
る
と
き
み
ん
な
手
を

振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

バ
タ
ア
ン
原
発
の
見
学
で
は
、

原
発
の
中
へ
入
っ
て
い
く
の
は

め
っ
た
に
で
き
な
い
体
験
で
し

た
。
原
発
の
建
物
を
見
た
と
き
、

壮
大
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
稼
動

し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
の
事
故
、

日
本
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
が
あ
っ
た
た
め
稼
動
す
る
と

い
う
話
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
一

度
も
使
っ
て
な
い
と
聞
い
て
、
最

初
は
も
っ
た
い
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
が
、
福
島
の
原
発
事
故
と
同
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今
年
度
も

多
く
の
学
校
・
団
体
が

赤
十
字
救
急
法
を
受
講

　

こ
れ
ま
で
に
日
赤
県
支
部
に
報

告
の
あ
っ
た
救
急
法
を
受
講
し
た

学
校
・
団
体
を
掲
載
し
ま
し
た
。

あ
と
が
き

　

第
五
十
号
に
は
二
年
ぶ
り
に
再

開
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
派
遣
の
記

事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
参
加
メ
ン

バ
ー
が
国
際
理
解
と
親
善
の
目
標

を
意
識
し
た
有
意
義
な
日
々
を
過

ご
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
原
稿
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
方
々
、
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

平成25年度赤十字救急法受講状況

じ
よ
う
に
な
っ
た
ら
恐
い
の
で
稼

動
し
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

ゴ
ミ
山
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
た
パ
ヤ
タ
ス
地
区
の
ソ
ル

ト
パ
ヤ
タ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
日
本
人
や
、
実
際
に
パ
ヤ
タ
ス

住
ん
で
い
る
方
か
ら
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
パ
ヤ
タ
ス
と
い
う
地
域

に
は
広
大
な
ゴ
ミ
投
棄
場
が
あ

り
、
分
別
さ
れ
ず
に
次
々
と
運
ば

れ
て
く
る
ゴ
ミ
は
強
烈
な
悪
臭
を

放
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
再

生
可
能
な
物
を
探
し
拾
い
、
そ
れ

を
業
者
に
売
っ
て
生
計
を
た
て
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
時
に
は

子
ど
も
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
パ
ヤ
タ
ス

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
み
ん
な

が
み
ん
な
ゴ
ミ
を
拾
う
生
活
を
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
洗
濯
の
仕

事
な
ど
自
分
た
ち
が
稼
い
だ
お
金

で
生
計
を
立
て
て
い
て
、
し
っ
か

り
し
た
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
政
府
の
ゴ
ミ
山
拡
大
の
意

向
で
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
が
強
制
的
に
立
ち
退
き
に
な
る

と
聞
き
そ
れ
は
か
わ
い
そ
う
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

派
遣
で
体
験
・
見
学
し
た
こ
と
は

貴
重
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

学
校
訪
問
や
ゴ
ミ
山
見
学
を
通
し

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
し
い
人
た

ち
の
た
め
に
募
金
活
動
な
ど
今
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
貧
し
く
学

校
の
な
い
国
に
学
校
を
建
て
る
こ

と
が
私
の
夢
で
す
。そ
の
た
め
に
、

世
界
の
貧
困
問
題
の
現
状
を
も
っ

と
も
っ
と
勉
強
し
、
夢
の
実
現
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

日　時 学 校 ・ 団 体 受 講 者 人数
基礎講習
７月22日 尚志高校 JRC委員及び希望者 32
８月５日 東日本国際大学附属昌平高校 JRCメンバー 18
８月５日 青少年赤十字会津地区高等学校指導者協議会 JRCメンバー 18
８月７日 青少年赤十字会津地区高等学校指導者協議会 JRCメンバー 30
８月７日 福島県磐城第一高校 JRCメンバー 14
８月19日 青少年赤十字県北地区高等学校指導者協議会 JRCメンバー ９
養成講習
８月６・７日 東日本国際大学附属昌平高校 JRCメンバー 18
８月８・９日 福島県磐城第一高校 JRCメンバー 14
８月20・21日 青少年赤十字県北地区高等学校指導者協議会 JRCメンバー ９
短期講習
５月７日 青少年赤十字岩瀬地区指導者協議会 指導者協議会会員 40
６月９日 福島市立杉妻小学校 児童・教職員・保護者 172
６月10日 郡山市立朝日が丘小学校 教職員 23
６月12日 青少年赤十字田村地区指導者協議会 指導者協議会会員 43
６月13日 青少年赤十字東白川地区指導者協議会 指導者協議会会員 26
６月21日 会津若松市立一簣小学校 保護者・教職員 69
６月25日 青少年赤十字西白河地区指導者協議会 指導者協議会会員 30
６月28日 会津若松市立日新小学校 保護者・教職員 28
６月28日 白河市立白河第２小学校 保護者・教職員 56
６月28日 白河市立白河第３小学校 保護者・教職員 34
７月２日 郡山市立守山小学校 保護者・教職員・児童 32
７月２日 白河市立大屋小学校 保護者・教職員 21
７月２日 郡山市立永盛小学校 保護者・教職員 25
７月２日 郡山市立桜小学校 保護者・教職員 42
７月３日 西郷村立羽太小学校 保護者・教職員 36
７月３日 郡山市立高瀬小学校 保護者・教職員 26
７月４日 郡山市立高倉小学校 保護者・教職員 32
７月５日 鏡石町立鏡石第２小学校 保護者・教職員 20

日　時 学 校 ・ 団 体 受 講 者 人数
７月５日 二本松市立油井小学校 保護者・教職員 64
７月５日 田村市立芦沢小学校 保護者・教職員・児童 56
７月６日 田村市立要田小学校 保護者・教職員 36
７月６日 田村市立大越小学校 保護者・教職員 49
７月６日 石川町立沢田小学校 保護者・教職員・児童 13
７月７日 郡山市立白岩小学校 保護者・教職員・児童 25
７月９日 福島県高等学校指導者協議会 JRCメンバー 21
７月11日 白河市立五箇小学校 保護者・教職員・児童 50
７月11日 いわき市立汐見が丘小学校 児童 123
７月11日 福島市立平田小学校 保護者・教職員 20
７月12日 本宮市立白岩小学校 保護者・教職員・児童 83
７月12日 二本松市立小浜小学校 教職員 12
７月12日 白河市立白河第１小学校 教職員 20
７月17日 田村市立瀬川小学校 保護者・教職員 34
７月17日 白河市立みさか小学校 保護者・教職員・児童 24
７月22日 福島県立須賀川養護学校 教職員 35
７月30日 青少年赤十字両沼地区指導者協議会 教職員・JRCメンバー 65
７月31日 福島地区青少年赤十字指導者協議会 教職員・JRCメンバー 115
８月１日 耶麻地区青少年赤十字指導者協議会 教職員・JRCメンバー 38
８月６日 いわき・相双地区高等学校青少年赤十字指導者協議会 JRCメンバー 26
８月20日 青少年赤十字指導者講習会 教職員 51
８月21日 青少年赤十字西白河地区指導者協議会 保護者・教職員・児童 44
９月17日 田村市立移中学校 生徒・教職員 55
９月29日 須賀川市立長沼東小学校 保護者・教職員 64
水上安全講習会
６月27日 喜多方市立会北中学校 生徒 70
６月27日 中島村立吉子川小学校 保護者・教職員 50
７月10・13日 大玉村立大山小・玉井小・大玉中 教職員 29
７月18日 会津若松市立川南小学校 児童 134

134


